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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第73期
第３四半期
連結累計期間

第74期
第３四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 52,597,960 50,359,823 70,611,516

経常利益 (千円) 6,413,195 5,536,082 8,555,240

四半期(当期)純利益 (千円) 4,322,922 3,259,174 5,300,270

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 4,231,149 3,086,980 5,426,491

純資産額 (千円) 20,533,251 24,014,380 21,625,740

総資産額 (千円) 46,619,588 48,166,547 46,713,128

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 64.65 48.47 79.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 48.46 ―

自己資本比率 (％) 42.8 48.5 45.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,098,759 2,394,144 5,941,962

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △906,124 △1,635,116 △1,311,502

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,259,054 △218,710 △4,380,382

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,484,438 3,867,903 2,821,659

　

回次
第73期
第３四半期
連結会計期間

第74期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 27.43 15.35

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第73期第３四半期連結累計期間及び第73期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（アジア）

当社グループにおける重要性が増したことにより、「鬼怒川橡塑(蕪湖)有限公司」及び「PT.KINUGAWA

INDONESIA」を新たに連結の範囲に含めております。

　

EDINET提出書類

鬼怒川ゴム工業株式会社(E01104)

四半期報告書

 3/20



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。
　

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、全体に景気底打ち感はあるものの、日中関係の悪化

やエコカー補助金終了の影響への懸念と海外経済の持ち直しや政権交代後の景気回復策への期待感が交

錯し、方向感の定まりにくい状況となりました。

当社の主要得意先の自動車生産は、国内は前年同期を若干下回りました。海外は米州での増加があった

ものの、中国での反日運動の影響により海外生産全体では微増に留まり、グローバルでも前年同期比で微

増となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、５０３億５千９百万円（前年同期比4.3％減）とな

りました。部門別の売上高は、車体シール部品は米州及びアジアの生産量の増加により２４３億５千９百

万円（前年同期比0.9％増）、防振部品は生産量の減少により１０２億１百万円（前年同期比14.8％

減）、ホース部品は前年同期並みの６６億６千１百万円（前年同期比0.0％増）、ブレーキ・型物部品は

生産量の減少により３５億７千３百万円（前年同期比3.9％減）、その他製品は受注の減少により４６億

７千６百万円（前年同期比11.5％減）、その他事業は受注の増加により８億８千８百万円（前年同期比

9.4％増）となりました。

損益につきましては、調達資材のＬＣＣ化・汎用化及びアジアでのモノ造り改善活動などを継続した

ものの、製品構成の変化、輸出向け部品の減少、新車立ち上げコストや部品輸送コスト増などにより、営業

利益は５２億５千３百万円（前年同期比16.7％減）、経常利益は５５億３千６百万円（前年同期比

13.7％減）、四半期純利益は３２億５千９百万円（前年同期比24.6％減）となりました。

なお、セグメント別の状況は次のとおりであります。

[ 日本 ]

売上高は、主要得意先の自動車生産台数の減少により、３６０億２千万円（前年同期比9.1％減）と

なりました。営業利益は、モノ造り改善・調達資材のＬＣＣ化・汎用化などの合理化を継続したもの

の、モデルチェンジ等による製品構成の変化及び建機他の輸出向け部品の減少などにより、３５億４千

万円（前年同期比23.4％減）となりました。

[ 米州 ]

売上高は、主要得意先の自動車生産台数の増加により、４０億７千３百万円（前年同期比40.2％増）

となりました。営業利益は、新車立ち上げに伴うコストや部品輸送コスト増により、４億７千５百万円

の損失（前年同期は２千１百万円の損失）となりました。

[ アジア ]

売上高は、中国での主要得意先の自動車生産台数が減少したものの、１０２億６千５百万円（前年同

期比2.0％増）となりました。営業利益は、モノ造り改善のグロ－バル展開・調達資材の現地化・汎用

化の効果などにより、２１億３千２百万円（前年同期比25.4％増）となりました。
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(2)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて現金及び預金が１０億４千６百万円、たな卸資産が３億７

百万円、その他流動資産が７億１千８百万円増加、受取手形及び売掛金が９億６千５百万円減少した

ことなどにより、１１億５百万円増加の２５３億４千３百万円となりました。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて有形固定資産が８億３千４百万円増加、投資有価証券が５

億４千７百万円減少したことなどにより、３億４千７百万円増加の２２８億２千３百万円となりまし

た。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて１４億５千３百万円増加の４８１億６千６百万円

となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて支払手形及び買掛金が２億３千８百万円、未払法人税等が

１０億６千９百万円減少、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が１５億９百万円増加したこ

となどにより、３千万円増加の１７４億９千４百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて長期借入金が１０億７百万円減少したことなどにより、９

億６千５百万円減少の６６億５千７百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて９億３千５百万円減少の２４１億５千２百万円

となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて利益剰余金が２５億８千６百万円増加したことなどによ

り、２３億８千８百万円増加の２４０億１千４百万円となりました。
　

(3)  キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の現金及び現金同等物は３８億６千７百万円と、期首に比べて１０億４

千６百万円の増加となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が５４億７千６百万円、減価償

却費１２億２千６百万円、法人税等の支払額３３億７千４百万円などにより、２３億９千４百万円の

増加（前年同期は３０億９千８百万円の増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得１５億８千５百万円などにより、１６

億３千５百万円の減少（前年同期は９億６百万円の減少）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の増加５億１百万円、配当金の支払額６億９千

８百万円などにより、２億１千８百万円の減少（前年同期は２２億５千９百万円の減少）となりまし

た。
　

(4)  事業上及び財政上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
　

(5)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は７億５千７百万円であります。
　

(6)  従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありませ

ん。
　

(7)  生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
　

(8)  主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,299,522 67,299,522
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 67,299,522 67,299,522― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 67,299,522 ― 5,654,585 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 65,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 66,831,000 66,831 ―

単元未満株式 普通株式 403,522 ― ―

発行済株式総数 67,299,522― ―

総株主の議決権 ― 66,831 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式233株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鬼怒川ゴム工業㈱

千葉市稲毛区長沼町330 65,000 ─ 65,000 0.10

計 ― 65,000 ─ 65,000 0.10

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、明和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,821,659 3,867,903

受取手形及び売掛金 ※２
 15,383,903

※２
 14,418,765

商品及び製品 1,339,421 1,329,106

仕掛品 1,192,557 1,161,043

原材料及び貯蔵品 1,716,709 2,065,651

その他 1,844,504 2,563,478

貸倒引当金 △61,121 △62,630

流動資産合計 24,237,634 25,343,319

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,772,366 4,603,755

機械装置及び運搬具（純額） 3,459,668 3,974,968

工具、器具及び備品（純額） 579,034 484,908

土地 10,338,766 10,355,390

建設仮勘定 210,832 776,559

有形固定資産合計 19,360,668 20,195,580

無形固定資産

のれん 175,642 118,848

その他 257,853 240,993

無形固定資産合計 433,496 359,842

投資その他の資産

投資有価証券 1,965,883 1,418,229

その他 736,504 872,258

貸倒引当金 △21,058 △22,683

投資その他の資産合計 2,681,329 2,267,805

固定資産合計 22,475,494 22,823,228

資産合計 46,713,128 48,166,547
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 8,008,369

※２
 7,770,175

短期借入金 2,162,144 4,099,059

1年内返済予定の長期借入金 1,875,809 1,448,758

未払費用 982,715 1,244,592

未払法人税等 1,832,274 762,633

賞与引当金 907,393 480,877

その他 1,695,426 1,688,121

流動負債合計 17,464,134 17,494,217

固定負債

長期借入金 2,110,114 1,102,719

退職給付引当金 2,749,982 2,814,877

役員退職慰労引当金 181,998 42,137

その他 2,581,160 2,698,215

固定負債合計 7,623,254 6,657,949

負債合計 25,087,388 24,152,167

純資産の部

株主資本

資本金 5,654,585 5,654,585

資本剰余金 849,597 849,597

利益剰余金 13,809,884 16,396,704

自己株式 △26,111 △27,439

株主資本合計 20,287,956 22,873,447

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,283 19,857

土地再評価差額金 2,471,580 2,471,580

為替換算調整勘定 △1,755,491 △1,996,958

その他の包括利益累計額合計 729,372 494,479

新株予約権 － 18,720

少数株主持分 608,411 627,734

純資産合計 21,625,740 24,014,380

負債純資産合計 46,713,128 48,166,547
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 52,597,960 50,359,823

売上原価 41,459,948 40,057,819

売上総利益 11,138,011 10,302,004

販売費及び一般管理費

荷造及び発送費 886,467 1,258,790

従業員給料及び賞与 1,415,986 1,378,455

法定福利及び厚生費 297,069 287,158

退職給付費用 106,080 91,164

賞与引当金繰入額 81,662 77,101

役員退職慰労引当金繰入額 30,633 9,479

減価償却費 128,207 112,846

賃借料 140,301 129,288

消耗品費 124,775 156,769

のれん償却額 55,930 56,794

その他 1,564,813 1,490,845

販売費及び一般管理費合計 4,831,929 5,048,694

営業利益 6,306,082 5,253,309

営業外収益

受取利息 12,679 32,796

受取配当金 3,875 6,205

持分法による投資利益 96,075 73,799

固定資産賃貸料 41,089 25,969

為替差益 － 115,095

その他 194,414 180,665

営業外収益合計 348,135 434,532

営業外費用

支払利息 115,631 71,791

為替差損 72,494 －

その他 52,895 79,968

営業外費用合計 241,022 151,759

経常利益 6,413,195 5,536,082
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 4,175 22,648

その他 977 －

特別利益合計 5,152 22,648

特別損失

固定資産売却損 36,136 60

固定資産除却損 16,581 1,032

割増退職金 26,406 56,791

その他 19,153 24,217

特別損失合計 98,277 82,103

税金等調整前四半期純利益 6,320,070 5,476,628

法人税等 1,874,446 2,178,122

少数株主損益調整前四半期純利益 4,445,623 3,298,506

少数株主利益 122,701 39,332

四半期純利益 4,322,922 3,259,174
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,445,623 3,298,506

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,842 6,574

土地再評価差額金 279,449 －

為替換算調整勘定 △458,075 △206,779

持分法適用会社に対する持分相当額 △27,006 △11,321

その他の包括利益合計 △214,474 △211,526

四半期包括利益 4,231,149 3,086,980

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,189,551 3,024,281

少数株主に係る四半期包括利益 41,597 62,699
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,320,070 5,476,628

減価償却費 1,545,543 1,226,987

のれん償却額 55,930 56,794

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,122 2,926

賞与引当金の増減額（△は減少） △342,026 △426,515

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,879 64,501

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △34,520 △139,860

受取利息及び受取配当金 △16,554 △39,002

支払利息 115,631 71,791

有形固定資産売却損益（△は益） 31,961 △22,587

有形固定資産除却損 16,581 1,032

持分法による投資損益（△は益） △96,075 △73,799

売上債権の増減額（△は増加） △5,099,095 972,057

たな卸資産の増減額（△は増加） △206,506 △290,013

仕入債務の増減額（△は減少） 2,068,548 △261,257

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,660 △78,877

その他 516,805 △860,510

小計 4,885,710 5,680,295

利息及び配当金の受取額 219,067 158,610

利息の支払額 △113,952 △70,179

法人税等の支払額 △1,892,065 △3,374,581

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,098,759 2,394,144

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △756,895 △1,585,793

有形固定資産の売却による収入 6,880 95,218

その他 △156,109 △144,540

投資活動によるキャッシュ・フロー △906,124 △1,635,116

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 363,129 1,934,903

長期借入金の返済による支出 △1,948,617 △1,433,320

自己株式の取得による支出 △304,723 △1,327

配当金の支払額 △335,619 △672,354

少数株主への配当金の支払額 △31,062 △26,007

その他 △2,161 △20,603

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,259,054 △218,710

現金及び現金同等物に係る換算差額 △86,545 30,115

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,965 570,433

現金及び現金同等物の期首残高 2,574,988 2,821,659

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

62,416 475,809

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,484,438

※１
 3,867,903
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、重要性が増した「鬼怒川橡塑（蕪湖）有限公司」及び「PT.KINUGAWA

INDONESIA」を連結の範囲に含めております。

　
【会計方針の変更等】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　
【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成24年６月26日開催の第73期定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打切り支給を

決議しました。

これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」の金額を取り崩し、打切り支給額の未払い分132,375千円を長期

未払金として固定負債の「その他」に含めて表示しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  債務保証

金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

従業員 41,687千円 38,381千円

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 98,084千円 132,490千円

支払手形 147,458千円 189,061千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

現金及び預金 2,484,438千円 3,867,903千円

現金及び現金同等物 2,484,438千円 3,867,903千円

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 335,619 5.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 403,417 6.00平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

平成24年11月９日
取締役会

普通株式 268,937 4.00平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

日本 米州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 39,628,9152,905,32010,063,72452,597,960― 52,597,960

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,598,082 ― 436,5682,034,650△2,034,650 ―

計 41,226,9982,905,32010,500,29254,632,611△2,034,65052,597,960

セグメント利益又は損失(△) 4,625,669△21,0041,700,7536,305,418663 6,306,082

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

日本 米州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 36,020,6304,073,45710,265,73550,359,823― 50,359,823

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,959,392 ― 433,5262,392,919△2,392,919 ―

計 37,980,0234,073,45710,699,26252,752,742△2,392,91950,359,823

セグメント利益又は損失(△) 3,540,984△475,3762,132,2495,197,85655,4525,253,309

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。

当該変更による、当第３四半期連結累計期間の「日本」のセグメント利益に与える影響は軽微であり

ます。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 64円65銭 48円47銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 4,322,922 3,259,174

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 4,322,922 3,259,174

普通株式の期中平均株式数(株) 66,862,937 67,234,753

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円―銭 48円46銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額(千円) ― ―

（うち支払利息（税額相当額控除後）(千円)） (―) (―)

普通株式増加数(株) ― 17,653

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

２ 【その他】

　
第74期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成24年11月９日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①  配当金の総額                                268,937千円

②  １株当たりの金額                                4円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月７日

鬼怒川ゴム工業株式会社

取締役会  御中

　

明和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    川    一    男    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    金    井    匡    志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鬼怒
川ゴム工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成
24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鬼怒川ゴム工業株式会社及び連結子会社の平
成24年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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